資料９－８

上粕屋村の名主（地代官）　「山口作助」　出府の道（大山道）を歩く③
四ツ谷から藤沢宿へ
～いせはら歴史解説アドバイザーと歩こう～
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· 日　　時　 平成２５年5月25日（土）9時30分～14時30分　　約5.1㎞
· 集　　合　 午前９時30分　ＪＲ辻堂駅東口　　　　
· コ ー ス　 大山一の鳥居～養命寺～藤沢宿上方見附跡～白旗神社～

永勝寺（飯盛女の墓）～蒔田本陣跡～遊行寺（大鋸橋）～

長生寺（照手姫）
· コースは都合により一部変更する場合があります。

· 解　　散　14時～14時30分　神奈中バス　藤沢橋

· 神奈中バス藤沢橋　藤沢駅北口行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14時00.04.10.19.20.33.34.40.49　　　　　　　　

· 募集人員　45人（先着順）

· 持 ち 物　昼食、飲み物、タオル、帽子、筆記用具など

　　　　　　　参加費　無料。ただし、交通費、入館料（今回はなし）などは参加者負担。　

· 服　　装　歩きやすい服、温度調節ができる服、運動靴
· 申込み先　ＮＰＯ雨岳文庫を活用する会　山口　Tel　0463-95-0002
または　　　メール　ugakunokai@coffee.ocn.ne.jp
· 雨天の場合　当日の午前の降水確率が40％以上（ＮＨＫ総合午前6時、横浜）は翌週の土曜日に延期する。翌週も40％以上の場合は中止とする。
主　　催　　NPO雨岳文庫を活用する会

後　　援　　伊勢原市教育委員会
［作助ウォーク余話］
作助の『出府諸用控』によると、安政６年（1859）4月13日、上粕谷の自宅を出発した作助は、保土ヶ谷宿で1泊しています。そして、翌14日には江戸本所の間部邸に着いています。下粕屋から保土ヶ谷宿まで37.6㎞、保土ヶ谷宿から江戸本所まで34.5㎞、計72.1㎞の行程です。私たちには、かなりきつい旅と感じますが、当時としてはふつうです。

江戸時代の旅人の1日の旅程は約40㎞といわれています。
『東海道中膝栗毛』の弥次さん、喜多さんも、最初の宿泊地は、日本橋から約41㎞の戸塚宿です。2泊目は、戸塚宿から約40㎞の小田原宿です。

下の絵は広重の保永堂版東海道『日本橋』です。お江戸日本橋七つ（夜明け約2時間前）立ちの大名行列が描かれています。参勤交代の大名たちは、日程短縮、旅費節減のために、夜明け前に旅立ちました。
安政６年（1859）、鳥取藩の例では、鳥取から江戸までの約724㎞を21泊22日で完歩しています。1日平均32㎞以上の強行軍でした。大名行列が威儀を示すのも城下町や宿内だけで、そこを出ると行列を解き、目的地に急いだということです。因みに、この時の経費は1957両で、1両16万円とすると、3.1億円にもなります。


［文化財ウォーク全日程］
	
	開催日
	コース名
	集合場所

	1
	Ｈ24.10.27（土）
	早朝、自宅（上粕屋）を発つ
	石倉橋バス停（伊勢原駅）

	2
	Ｈ25.03.03（土）
	田村の渡しで、相模川を越える
	平間入口バス停

	3
	Ｈ25.05.25（土）
	四ツ谷から藤沢宿へ
	ＪＲ辻堂駅東口

	4
	Ｈ25.09.28（土）
	戸塚宿と大山道（戸田道）の追分
	ＪＲ戸塚駅

	5
	Ｈ26.01.25（土）
	相模・武蔵国境を越え保土ヶ谷宿へ
	ＪＲ東戸塚駅

	6
	Ｈ26.05.24（土）
	浦島伝説の神奈川宿を行く
	相鉄横浜駅

	7
	Ｈ26.09.27（土）
	江戸の入口、品川宿を行く
	京急青物横丁駅

	8
	Ｈ27.01.24（土）
	日本橋から本所旗本間部邸へ
	ＪＲ東京駅


· 集合場所は都合により変更する場合があります。
· 集合時間は別途決定します。目安は伊勢原駅　8時～8時10分。

· 帰宅時間の目安は、伊勢原駅16時～16時30分。
四ツ谷は、東海道と大山道の分岐点で、今も大山一の鳥居や不動堂があります。藤沢宿は、時宗の総本山「遊行寺」の門前町として発展し、大山詣り・江ノ島詣で・鎌倉への旅の拠点として大いに賑わいました。また、義経の首塚など、義経伝説の地でもあります。
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広重の保永堂版東海道「藤沢」
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広重の保永堂版東海道『日本橋』








